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慶應義塾大学　日本語・日本文化教育センター紀要
『日本語と日本語教育』46： 109（2018.3）

〔大学院文学研究科修士論文〕

現代日本語における助詞「とか」の機能

川　島　夏　希
助詞「とか」には「並列」や「伝聞」といった代表的なものをはじめ、多くの機能
がある。本稿は、こうした「とか」の多様な機能について注目したものである。ま
た、近年では若者言葉を中心に（他に飲んだものがないにも関わらず）「コーヒーと
か飲んだ」というような使い方もあるとされ、こうしたついて用法について現在で
は「ぼかし表現」や「曖昧表現」として複数の辞書で取り扱われるようになっている。
このような従来あった用法から見ると、少し外れているような「とか」も含めて、
「とか」が現代日本語の中で実際にどのように使われているかを記述することを目
指した。
第 1章では各々の辞書における「とか」の用法記述について整理した。第 2章で
は書き言葉における「とか」の先行研究をまとめた上で、BCCWJおよび朝日新聞を
資料として新聞記事における「とか」の用例を収集し分析した。第 3章では、先行
研究を踏まえて、複数の話し言葉コーパスを資料として「とか」の用例を収集し分
析を行った。そして第 4章では「とか」の持っていると考えられる機能についてそ
れぞれの関連性に触れつつ記述した。
第 2章の新聞記事における分析では、分野（コーナー）ごとでどのような「とか」
が用いられているかも分析した。例えば、「当初は若い世代を狙った企画だったが、
40歳以上のグループの利用者も多いとか。」というような文末で「伝聞」を表わす
「とか」は、300字程度の比較的短めの記事において多く使われているという結果が
出た。
第 3章の話し言葉コーパスを用いた分析では、話し言葉特有の使われ方として

「～たりとか」という「とか」の前に「たり」が置かれているものが多くみられるこ
とに着目し、なぜ「とか」と「たり」が共起しやすいのかということを考察した。そ
こから、「とか」が「など」「なんか」「なんて」の一部の用法において置き換わって使
われている可能性について実際のコーパスにおける用例を取り上げながら言及し
た。また、そのような「とか」の実際の使用例を分析していくと、「とか」の直前で
述べられている事柄について「取り立て」て、その後ろに自らの意見や評価を述べ
るといったパターンが多く見られた。
「とか」に加え、これら「など」「なんか」「なんて」といった周辺的な助詞も含め、
それぞれの助詞についてより総合的に考えていくことが今後の課題であると考え
る。


